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令和3年度資源評価結果
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分布図 生物学的特性

生物学的特性

日本周辺では4つの集団に分けて
資源評価
・日本海北部系群
・太平洋系群
・オホーツク海南部
・根室海峡

寿 命：10歳以上
成 熟：概ね3歳で成熟を開始、

4歳で大部分が成熟
産卵期：12月～3月（盛期1～2月）
食 性：オキアミ類、カイアシ類など

浮遊性甲殻類、魚類、いか
類、ほか

捕食者：海獣類、マダラなど魚類、
共食い

産卵：
12～3月

仔魚滞留：
～6月

生育場へ移動

生育場へ移動
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漁獲量の動向
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2020年漁期は9.7万トン（前年+0.7万トン）
2016年漁期と同程度まで回復
（前年漁期は道東4.5万トン、道南3.9万トン、東北0.6万トン）
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コホート解析：2020年漁期まで計算

2022年への前進計算、2021年漁期のFは、MSY管理基準値の推定に用いた選択率や生物パ

ラメータと同条件下で2016～2020年漁期のFの単純平均に対応する%SPR（15.6）を与えるF値を仮定

2021年への前進計算

資源評価の流れ

漁獲シナリオのもとでの将来予測（2022～2023年漁期の漁獲量は17万トンで固
定。2024年漁期以降は調整係数βを0.9とした漁獲管理規則に従う）
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年齢別・漁期年別漁獲尾数
資源量指標値

年齢別・漁期年別資源尾数
年齢別・漁期年別漁獲係数

2021年漁期の1歳魚以上の年齢
別資源尾数

2022年漁期以降の1歳以上の年齢
別・漁期年別資源尾数と親魚量

中長期的な将来予測
2022年漁期のABC
漁獲シナリオに従い設定される許容漁獲量

・ 2022年漁期以降の加入量:
ホッケー・スティック型再生産関係を用いて
年々の親魚量から算出

・ 2021年漁期の加入量:
ホッケー・スティック型再生産関係を用いて
2021年漁期の親魚量から算出

自然死亡係数は3歳以上を0.25、2歳を0.3、1歳を
0.35、0歳を0.4と仮定
2018～2020年級群の資源量:6-7月調査で得られ
た1歳魚現存尾数指標値に基づく線形外挿で1歳
魚資源尾数を推算.0歳・2歳に後進・前進計算.



資源の動向

 数年～十数年に一度、高豊度の加入群が発生。2008年以降卓
越年級群は発生していない

 2020年の資源量は98.7万トン
 親魚の動向は横ばい、2020年の親魚量は27.8万トン
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MSY
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MSY

親魚量の過去
最小観測値

10年間の管理で目標管理
基準値へ回復する閾値

 最大持続生産量（ＭＳＹ）： 17.1万トン
 MSYを実現する親魚量（SBmsy、目標管理基準値）：22.8万トン

禁漁水準 限界管理基準値 目標管理基準値
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神戸プロット（チャート）

 現状の親魚量：ＭＳＹを実現する親魚量を上回っている

 現状の漁獲圧：ＭＳＹを実現する漁獲圧を下回っている

神戸プロット：
資源水準と漁獲
圧力について、最
大持続生産量を
達成する水準と比
較した形で過去か
ら現在までの推移
を表示したもの
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将来の親魚量及び漁獲量の推移

2031年に親魚量が目標管理基準値（22.8万トン）を上回る確率
β 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031

1.0 27.8 39.3 42.4 34.1 26.2 22.4 23.0 23.3 23.3 23.5 23.6 23.6 46%
0.9 27.8 39.3 42.4 34.1 26.2 23.5 24.6 25.3 25.4 25.7 25.9 25.9 59%
0.8 27.8 39.3 42.4 34.1 26.2 24.6 26.4 27.5 27.9 28.3 28.6 28.7 73%
0.7 27.8 39.3 42.4 34.1 26.2 25.7 28.4 30.1 30.9 31.4 31.9 32.0 85%

β 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031
1.0 9.7 12.7 17.0 17.0 17.9 16.9 17.2 17.3 17.3 17.4 17.4 17.4
0.9 9.7 12.7 17.0 17.0 16.5 16.0 16.6 16.9 17.0 17.1 17.2 17.2
0.8 9.7 12.7 17.0 17.0 15.0 15.0 15.9 16.4 16.6 16.7 16.8 16.8
0.7 9.7 12.7 17.0 17.0 13.4 13.9 15.0 15.7 16.0 16.2 16.3 16.4

• 漁獲シナリオに基づき漁獲した場合の平均親魚量と平均漁獲量の将来予測を示
す。

• 漁獲シナリオでは2022～2023年の漁獲量は17万トン固定とし、2024年以降はβに
0.9を用いた漁獲管理規則で漁獲を行う（赤枠）。なお、2021年の漁獲量は予想され
る資源量と2016～2020年の平均漁獲圧により仮定した。

• この漁獲シナリオに従うと、2022年の漁獲量は17万トン、2031年に親魚量が目標
管理基準値を上回る確率は59％と予測される。将来予測において2022～2023年
に予測される漁獲圧はFmsyを下回ると予測された。

将来の平均親魚量（万トン）

将来の平均漁獲量（万トン）
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